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第4回津南未来会議の様子（グループワークの討議に聞き入る町長）

いよいよ提言へ大詰め！第4回で解決策を検討
期日：8月21日（水）

会場：津南町役場

8月21日（水）津南町役場大会議室で第4回津南未来会議を開催しました。

第３回までの議論であぶりだされた、津南の問題の根底に横たわる６つの課題（①津南の現状や将

来を考える機会や話し合う場がない。現状についての情報もない ②津南の現状を知ろうとしない。

地元津南に関心がない人がいる。 ③活動がバラバラでせっかくのいい取り組みがつながっていかな

い ④津南を豊かにする、稼げる地域にする気構えが不十分 ⑤地域内でお金を落とす仕組みがない

⑥ 自然環境や農業など津南が持つ固有の魅力を価値化する工夫と意欲が足りない）に対する解決策

をレポートを提出していただき、前半３題、後半３題の２回のグループワークで討議いただきました。

その発表内容を集約してご紹介します。

1
住民が津南の現状や将来を考え、議論できる恒常的な場をつくる
⇒未来会議の継続と定期化と集落単位やテーマ単位などの横展開
⇒まちなかオープンスペースなど世代間業種間交流が気楽にできる場の開設

2

3

住民に、地区の活動や学校行事、現状の課題などに関する情報の
発信を丁寧に行う
⇒町の広報誌、広報無線、学校だより、園だよりの利活用、
⇒発信内容については学校行事や地域の祭りなど町内の様々な活動、病院の赤字問題などマイナス情
報、津南の誇りある地域資源情報、統計などのデータ情報などを網羅、クーポン件付きで読んでもら
う工夫、データ提示）、
⇒FM津南の開設、
⇒一斉にSNS発信することで迫力を増す
⇒近隣自治体や都会との交流を通して、わが町を知る

住民や団体のバラバラな活動をつなげて、相乗効果を出す仕組み
をつくる
⇒町全体がつながる仕組み（例、まち全体のモデルコースづくり）、各種情報の集約とつながるHP
による一元的な発信、津南人名鑑による人のつながりづくり、事業者間の交流促進、
⇒そのための住民や民間主導、行政支援の観光地域づくり法人（日本版DMO）の構築
⇒町全体をまとめるリーダーの確保と活動の担い手人材の育成
⇒観光地域づくり法人（日本版DMO）や行政の地域振興セクションの人材を公募
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掲載情報について詳細を知りたい方は、津南町地域振興課DMO推進室までお気軽にお問合せください。

〒949-8292 中魚沼郡津南町大字下船渡戊585番地 地域振興課DMO推進室

電話：025-765-3115 ファックス：025-765-4625 メール：dmo-suishin@town.tsunan.niigata.jp

4

熱心な議論で予定時間をオーバーしつつも、前半の

課題についてはある程度方向性が見えてきましたが、

後半の課題についてはもっと深堀が必要だと清水先生

から指摘がありました。次回最終回（第５回）の会議

では、事業の実施主体等さらに煮詰め、提言としてま

とめます。

津南の自然や伝統文化、生業など地域資源を大事にして生かす活
動によりよそとの交流・交易を活発にし、津南の農業や商工、観
光など産業を活性化するとともに、豊かで生き生きとした持続可
能な住民の質の高い暮らしを実現する

（１）自然、伝統文化、生業など津南が持つ固有の魅力を価値化する
⇒津南が持つ固有の魅力のリストアップと新たな発掘
⇒津南ブランド、津南プライドの構築と発信
⇒町の顔をつくる（国道沿いのメイン通りのイメージアップ）
⇒環境立町により町のイメージをアップするとともに視察などを誘致
⇒業種を超えて連携し、新たな商品をつくる（焼き芋にソフトクリームの事例あり）
⇒日本一の豪雪地帯を商品化する

（２）従来型のスポット・イベント観光にとどまらずに、訪れたお客様に町全体を回遊していただき
住民と触れ合う滞在交流型観光を実現する。併せて、訪れたお客様に、まちなかで心地よくお金を落
としていただく仕組みや仕掛けをつくる
⇒農産物の生産情報を発信、WEB販売や直売場のネットワーク構築
⇒消費単価が低いお客様ではなく、富裕層にターゲットを絞る
⇒津南の自然環境やジオを体感できる滞在プログラムを造成して販売
⇒町全体を回遊するモデルコース、ウオーキングコース、サイクリングコースを整備
⇒町全体を自転車で楽しめるサイクルツーリズム
⇒民泊の拡大
⇒団体によりバラバラの作成しているマップやパンフレットを一元化する
⇒町内に宿泊したお客様に駐車券やお買物券、飲食券を付与

（３）農業、商工業、ITなど様々な分野で津南にしかない質が高く、稼げる産業を確立する
⇒ITなど新規の企業を誘致
⇒ふるさと納税を通して産業基盤を強化する
⇒経済研究所やコンサル会社を誘致、部外講師を招いた勉強会
⇒新規事業の支援と成功モデルの展開
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